
2 処日!刀法として缶外処理， 飴内処!'J!いずれが経済上有利

台、'

3 ffr外処理の場合は装置の設計あるいは '1If~剤使用金の1-ì

11 flr fλi処羽!の場合は使用するポイラ約伶商Ij (ì\';ffr剤)の極類

の巡定ならびに適正な投入金の決定。

5 ポイラ mr争剤投入量の調整。

6 適正なプロ ー量の決定。

1 の水質のþ!:否判定は国鉄ではW; 1 表に示す後関車JTj水水質

判定法lj!!によ っ ている。

自I~ 1 表 機関車JTJ 7.k水質判定基準

試験の刀法は試験の目的または分析操作の上から現場試験，

簡易試験および特殊試験の 3 つに分野lすることができる。

lJl..I:I;)試験は峨|刻区で行う 試験で， 7}く処思!の適正を目的とする

熱、験の項目 '4" ， も っ とも重要な項目についてのみ行うもので，

ポイラの管却に万全を期するためには欠 く ことのできない試験

である。

簡易試験は化学分析室で1fうもので， J'Q助試験よりは試験項

目も多 く ， 試験の精度の点において 1必れている。 この試験の目

的とすると ころは，現場試験結決のÎlÌÌIE と現場試験て'行わない

水処~11.に必裂な項目について， 短時間にその結-*を得るにある。

したがっ て分析試験の方法はすべて比色法か谷註法によってい

る。

特殊試験は布奇術試験であって試験の迅速は災求せずに， 新訟

な結果を必製とする場合， あるし 、は閃易試験で行わない項目に

ついて， たとえばポイ ラ用水中のi容イ1・自立系特の特殊な場合に行

う試験である。

各試験における試験項目を列記すれば第 2 表および第 3 表の

とおり である。

第 2 表 ポイラ}[j 7JÇの試験項目

飢 百l 現場試験 Ilil ~.b ，試験 特殊試 験

加i 1干 悩所 各 i量 l民i 区 各問。111 試験1卦所, 
鉄ill技術研究 鉄道技術研究所

外 状 タト 状 。ト 状

PH PH 

全国ltÞ分

溶解図 形分 iV WI 図 形分 溶解図形分

浮遊園 形分

M アルカリ度 M 71レカリm: M アル カ リ 皮

鉄およひアルミナ

カ Jレ γ ウ ムイオ ン

マグ ネ シウ ムイオ Y

，民験 J_n 1'1 
硫民主 イオン 硫貫主イオン

硝店主イオ ソ

出紫イオ γ 極潔イオン

'/ リ す3 ノ、 リ カ

総 硬 m: 総 硬 m: 総 J� l立

一 時硬度 - 1時使皮

氷久使皮 庁、久限皮

溶解般諜

遊離炭酸

きかん し ゃ り

白I~ 3 表 ポイラ水の試験項目

極 野1 現場:民験 簡 易試験 特 殊 試験

施行悩 ífr 各機 l弘l 区 各 !判品試術験場 ífr
鉄道技研究 鉄道技術lùf究所

外 状 タト 1~ すト 1~ 

PH 

溶解図形分 | 前解図形分
全 IIiI 形分

i容解問形分

浮遊悶 形分

P アルカリ l主 P アルカリm: P ア ル カ リ m:

鉄およ びアル E ヅ

試験項 11
カ ルゾウムイオ y

-~ 11" :Jf.‘ シ" ムイオ γ

硫陰イオン {硫般 イオー γ

的問責イオン

i主司~イオン J.I.i ，g イオン

リン 陰イオン リン 問責 イオン

二〆 、} カ ン リ カ

総 E量 j主総 硬 J.lt 総. 磁 J.lt 

過マ Y ガ y ^， カ日 間世世

参考文献偏向 ・ 氷井 . Kli除 ・ 津雲 ・ 4 、補i ・ 隙l本共4官僚関

1fiの水処問。 問中 ・ 以1本共符 かん用水およびかん水分析試験

方法(鉄道業務研究資料第 1 0 巻第 7 号). (関本謙吾)

きかんし e ょ う すな 後関車用砂 磁関車の引張力が粘着力

より 大きい場合はíRlJ輸は~~i し，粘着力より制1M力が大きいと

きは治走する.乙れを防止するため動輪 と 軌条!日1に砂を ま く ，

この装位を砂まき装i泣という 。 軌条面上に多iii に砂をまけlí有

効であるが， その反面列車牽引(けんいん) ， 泊旅保守の，1，1.1、からふ

つごうを生ずることもあるので， な るべく少量で有効に使川す

る必裂がある。それがため砂まき管の l!?l さ ， 1沙 I H i~を規定され

ている。住剣晃llIi川 {沙は，依!'l'tでJ'll'，米の均ーな大きさのものがよ

く ， だいたい 5- 2 mm [11のものが 90 %以上含まれる 7--0.3mm 

以上の山間の川砂(俗に山紗と い う)が使 JII されている。 また!品

物のi昆入がな く ， よ く 乾燥された砂を使JlJするためi録音tを 'liY ひe

ない箇所に帯広t してお く。ー」際関ïfi給砂設備。 (麻回武公)

きかん し 々 よびりつ 後関車予備率 措置l知事は巡転に{吏 JIJ さ

れる岡童文と検査および修繕に必要な両数を配置すればよいわけ

であるが二れらの間数は 日 々波動があって'(止にえII似に止:Iil;ïを

与えないためには，さらに幾阿かのI有数を配i位 しなければなら

ない。 予備iifij数とは検査および修繕に必~な同数と，ilJi.励に対

して必裂な同数の合計を意味する場合と ， J ìiに i皮 ITìiJに対して必

i}liな両数を ;なl広ーする iJ.，l合とがある。 ま た予備率は険代および修

繕に必要な筒数と ， 波ifUJに対して必嬰な両数の合計 の.ìill~以に使

用される両数に対する ;日l合をu:味する均合と，波動に対して必

要な両数の配i位向数に対する;切合を意味する場合とがある.予

備率は織i刻111形式および配置両数によりかなり変化があるが，

前者の意味による予備l率はだいたい 30 % 前後であり ， 後輩;の意

味による予備率は 13 %前後であって， 滋!淵111の{吏 Jlj能率 I('j上の

ために，これらの予備率の縮減に種々の工夫が行われている。

(藤田一)

きかん し ゃ りれき lま 後関車履歴簿 各般Il(iJIlごとにその経

日置を記した帳簿で，その内容は 川 形式および設備にl品lす る

こと (2) 俄|洲市移動に|却すること (31 改造および検fEfl彦総

に除lすること (4) 巡転キロおよび経過月数 問 機関耶故障

および習性に|並lすること (6) 調査お よ び試験成総に関するこ

とが記録されている。
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